
1

2020.12.9
日本産婦人科医会記者懇談会

プレコンセプションケアの
必要性と実際

産科婦人科舘出張佐藤病院

佐藤雄一

u-1@sato-hospital.gr.jp

産科婦人科舘出張（タテデバリ）佐藤病院
群馬県高崎市

産婦人科専門病院として、女性の生涯にわたる医療に努めている

• 周産期医療
• 分娩数：約1300～1500人/年
• 帝王切開率：約20%

• 婦人科良性疾患手術件数
• 約300件/年 (腹腔鏡下手術約100件/年)

• 不妊治療
• 本院：一般不妊検査・治療、人工授精まで
• 高崎アートクリニック：体外受精 2000～2500件/年

• 専門外来
• ハイリスク妊娠外来、GDM外来、超音波外来
• 思春期外来、ウェルエイジング（更年期）外来
• コルポ外来、女子アスリート外来

• 予防医療
• プレコンセプションケア、食事・栄養療法

江戸時代1700年代半ばより
280年にわたり地域医療に従事
医師１２代目
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• プレコンセプションケア
• 働く女性の健康支援

• 子育てしやすい環境づくり
• 母親と地域住民の自助、共助

一般社団法人
コトハバ

医療法人舘出張佐藤会
高崎アートクリニック

医療法人舘出張佐藤会
フィーカレディースクリニック

産科婦人科舘出張
佐藤病院

• 不妊治療・高度生殖医療
• 妊活中の女性の生活習慣改善支援

• 子宮頸がん予防啓発
• 女性のQOL向上
• 健康増進支援

NPO法人ラサーナ
高崎美スタイルマラソン

<江戸時代より続く女性の専門病院>佐藤病院グループ
「すべての女性が健やかに輝く未来社会」と

「健康な次世代の創出」を目指して〜

2018年 医療施設として初！
第2回「ジャパンSDGsアワード」

特別賞受賞

今後の展望・可能性：女性のライフサイクル

• 女性の一生は，女性ホルモン（エストロゲン）の大きな影響をうけている

• キャリアビジョンを描く上で、健康への配慮は必要不可欠

０歳 １０歳 ２０歳 ３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０歳 ７０歳 ８０～１００歳

思春期→ 性成熟期 →    更年期 → 老年期

やせ・肥満
月経不順
不正出血

エストロゲン(pg/ml)
150

0

月経異常
（月経困難、過多月経、
無月経）

PMS
婦人科疾患
（子宮内膜症、筋腫、
がん）

冷え・むくみ
肩こり・腰痛
ストレス
うつ症状

更年期障害
（ほてり、うつ、不眠、めまい、頭痛、肩こりなど）

婦人科疾患
（子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん、乳がんなど）

脂質異常、動脈硬化
高血圧、メタボリックシンドローム

骨粗鬆症
認知症
アルツハイマー病

平均初潮年齢
12.4歳

閉経年齢の中央値
50.5歳

二次性徴
月経異常
望まない妊娠
性感染症
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現代女性の月経

• 現代の女性は初経が早く、出産回数は減っているため月経の回数
が多い

50回くらい

450~500回くらい

HUMAN＋日本産婦人科学会編著より改変
初経から出産までの期間が長い

Short RV: Proc R Soc Lond B Biol Sci 1976; 195: 3-24より算出

現在の産婦人科的背景・問題点
• 女性の低栄養・やせ問題

• 朝食欠食、低体温、月経不順、運動不足

• 女性アスリート

• 働く女性の健康問題
• 業務生産性の低下

• 経済損失

• 結婚初産年齢の高齢化

• 不妊治療の増加

• 高齢によるハイリスク妊娠・出産の増加
• 流早産の増加

• 低出生体重児の増加

• やせ、肥満、婦人科疾患、高血圧、糖尿病など合併症の増加

• 産後うつによる育児放棄・自殺

• 子育て環境、第二子不妊

妊娠できる体づくり
婦人科疾患の管理

生活習慣病の管理

プレコンセプションケアの必要性
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月経に関連する疾病が増加している

• 起きていられないほど月経痛が重く、学校や仕事に行けなくなるなど、日常生活に支障

をきたすことを「月経困難症」という。

• おもな症状は、下腹部痛、腰痛、背中の痛み、頭痛、吐き気など。便秘や下痢、寒気や

発熱、貧血を伴うことや、生理の量や期間に異常を感じる場合もある。

• 月経困難症には，原因になる病気のないタイプ（機能性月経困難症）と子宮内膜症など
の病気が原因のタイプ（器質性月経困難症）がある。

生理痛

月経困難症

機能性月経困難症 器質性月経困難症

子宮内膜症

子宮筋腫

子宮腺筋症

一般的には、年齢が高
くなると月経量は少な
くなり痛みは軽くなる

器質性月経困難症が増加傾向

96%

73% 73%
67%

59%
53% 53% 52%

46% 44% 44% 42% 39% 39%

26%
22% 21%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ
ラ
イ
ラ

眠
気

だ
る
さ

落
ち
込
み

食
欲
・
体
重
増

肌
荒
れ

胸
の
張
り

頭
痛

腰
痛

便
秘

腹
痛

む
く
み

ニ
キ
ビ

肩
こ
り

化
粧
の
り
が
悪
い

吐
き
気

め
ま
い

出典：カラダのキモチ ユーザ調査 ‐8‐

さまざまなPMS（月経前症候群）の症状
• 様々な症状が身体や心に現れる
• イライラや落ち込みのせいで家族や職場も振り回されることも

• 働く女性の86％がPMSの症状ありとの報告
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女性の社会的立場を拒む課題
女性特有の症状により社会昇進
に影響があったと思いますか？

ホルモンケア推進プロジェクト調べ
35歳～59歳女性 調査時期：2014年12月

月経前症候群

（253名）

辞退しようと
考えた

ことはない
37.5％

辞退したこと
がある
17.0％

辞退しようと
考えたこと
がある
45.5％

PMSや月経随伴症状によるパフォー
マンスの変化はありますか？

元気な状態と比較して仕事のパフォーマンスが
半分以下になる人が半数

日本医療政策機構：働く女性の健康増進調査 2018

辞退しようと考えたことのある女性が6割超

健康経営における女性の健康の取り組みについて
平成３０年７月経済産業省ヘルスケア産業課
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女性の健康に関する社会的な問題の認知度

H２９経産省「働く女性の健康推進」に関する実態調査

月経回数が増えている

やせ・貧血は悪影響

不妊治療は仕事と両立難しい

更年期症状について

月経不順・PMSは仕事に影響

月経による社会損失

働く女性の健康増進調査 2018結果

• 女性に関するヘルスリテラシーの高さが、仕事のパフォーマンス
の高さに関連

• 女性に関するヘルスリテラシーの高さが、望んだ時期に妊娠する
ことや不妊治療の機会を失することがなかったことに関連

• 女性に関するヘルスリテラシーの高い人は、女性特有の症状が
あった時に対処できる割合が高い

• 女性に多い病気のしくみや予防・検診・治療方法、医療機関へ行
くべき症状を学ぶニーズが高い

• 企業の健康診断が、定期的な婦人科・産婦人科受診に貢献

日本医療政策機構March 22, 2018 

知ることが大切：ヘルスリテラシー教育の重要性
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働く女性の現状

• 9割の女性で不足している栄養素あり！

• 頑張る女性ほど栄養とれてない？？

2016年度 第3期まるのうち保健室報告書

日本人20歳代女性
エネルギー摂取量の年次推移

厚生労働省 国民健康・栄養調査より作成
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20歳代女性は推奨エネルギー
摂取量に達していない

http://2.bp.blogspot.com/-HcYwPkNFxJY/U2tHgvzDD6I/AAAAAAAAgOc/AVd1W_9E1xo/s800/Japan.png
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女性の低体温、朝食欠食、運動不足と月経異常

平均基礎体温低値群（３６．０℃未満）は高値群（３６．０℃以上）に比較して、
朝食欠食率・月経異常の割合が高く、タンパク質摂取量・運動実施率が有意に低くかった。
1970年代に比較して、最低基礎体温は0.32℃低下していた。

低出生体重児と20歳代女性の痩せの割合

厚生労働省 1980年〜2010年 人口動態統計・国民健康・栄養調査より作成
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20歳代の痩せの割合（％）

20歳代女性の痩せの割合と低出生体重児の割合に有意な
正の相関が認められた。

http://2.bp.blogspot.com/-HcYwPkNFxJY/U2tHgvzDD6I/AAAAAAAAgOc/AVd1W_9E1xo/s800/Japan.png
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DOHaD Developmental Origins of Health and Disease 
“成人病胎児期発症起源説”

“成人病（生活習慣病）の素因は、受精時、胎芽期、胎児期、乳児期に遺伝子

と環境(栄養・ストレス・環境化学物質等）との相互関連で形成され、出生後

のマイナス生活習慣の負荷で成人病が発症する。疾病はこの二段階を経て発症

する。素因とはエピジェネティクス変化である。” - David Barker. 1986. -

大人になってからの病気は、
胎児期や乳児期の環境・栄養が影響する可能性がある
妊娠する前から栄養状態を良くしておく必要がある

出生体重低下による発症リスクが明確な疾患
1. 虚血性心疾患
2. II型糖尿病
3. 本態性高血圧
4. メタボリック症候群
5. 脳梗塞
6. 脂質異常症
7. 神経発達異常
8. 骨粗しょう症
9. がん・慢性呼吸器疾患（COPD）
Non communicative disease 

プレメタボリックドミノ

痩せ願望

睡眠不足

ダイエット

月経不順・PMS

不規則な生活

痩せ女性増加

運動不足

妊娠中の体重増加不良

低出生体重児の増加

栄養不良

早産の増加
高齢出産

DOHaD
( Developmental Origins of Health and Disease )

“成人病胎児期発症起源説”

胎児からの健康サポート

WHO
Maximizing the gains for maternal and child health

プレコンセプションケアの必要性

朝食欠食

長時間労働

国立成育医療センターHPより

肥満

過剰なUVケア低体温喫煙
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初診時 ・プレコンセプションケアシートを使用した問診

・体重測定・血圧測定

・血液検査（VitD・Zn・フェリチン・TP・HbA1c・風疹HIなど）

・初診患者全症例に管理栄養士による栄養指導

・患者個々に適した生活習慣に対する指導・治療

・3・6か月後フォロー（プレコンセプションケアシート・採血

【生化・凝固・ビタミンD・亜鉛・フェリチン】）

介入が必要と判断した患者に対して

・1か月毎の体重測定・血圧測定

・定期的な管理栄養士による個別栄養指導を勧める

不妊クリニックにおけるプレコンセプションケアの流れ

食事、生活・運動習慣、飲酒
タバコ、ワクチン、
子宮頸がん・乳がん検診
持病、サプリメント など

介入必要例
1. BMI18.5未満、25以上
2. 血圧 140/80以上
3. HbA1c5.6以上

高崎ARTクリニック
https://www.takasakiartclinic.jp/

レディースクリニックにおける
プレコンセプションケア検診と生活習慣指導

① 詳細な問診票［食事・生活習慣・運動など］とPCCチェックシートの記入

② スタッフによる検診の流れとPCCチェックシートに沿って内容の説明

③ 医師による問診と診察［超音波検査、子宮頸がん検査、感染症検査など］

④ 採血検査［血算・生化学、女性ホルモン、甲状腺検査、糖尿病検査、感染症、AMH、風疹抗体価など］

⑤ 血圧測定 ／体組成測定 ／骨密度測定 ／ 糖化度測定（AGEs）など

⑥ カウンセリング（食事記録や基礎体温指導、生活習慣指導など）

⑦ 約１ヶ月後：検査結果とカウンセリング（次回の目標設定）

⑧ 必要に応じて３～６か月毎の受診を促し、検査・栄養生活指導をおこなう

血液検査 体組成測定 骨密度測定詳細な問診と診察 カウンセリング（栄養士・看護師）

フィーカレディースクリニック
https://fika-lc.jp/
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15.6%

72.6%

11.8%

痩せ（BMI18.5未満）

標準（BMI18.5-25未満）

肥満(BMI25以上）

全体平均
21.3±3.3kg/m2

2014.1~2015.12高崎アートクリニック n=824

体格(BMI)判定

18.0%

62.0%

20.0%

2018.10~2019.1 高崎アートクリニック n=100

肥満・やせともに増えている

35%

65%

30ng/ml以上 30ng/ml未満

低値基準：＜30ng/mL

ヘモグロビン：血液中の鉄分 フェリチン：貯蔵鉄

81%

19%

12ng/ml以上 12ng/ml未満

貧血・鉄欠乏者の割合

• 鉄欠乏の女性が多い
• 低出産体重児・未熟児

• 周産期死亡の危険

• アトピー性皮膚炎

• 喘息の発症

疲れやすい、肩がこる、冷え
頭痛になりやすい
全身倦怠、寝起きが悪い、食欲
不振
立ちくらみ、めまい、耳鳴り
注意力低下、イライラする
髪が抜ける
動悸、息切れ
湿疹ができやすい
足のしびれ、だるさ、むくみ

2014.1~2015.12n=824
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産後うつ：貧血だとリスク６割増

妊娠中後期・産褥期における貧血は産後鬱の発症に影響を及ぼすか
前田ら 国立成育医療センター 第71回日本産婦人科学会学術集会より
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TSH2.5以上4.0μIU/ml未満

TSH4.0μIU/ml以上

TSH0.4μIU/ml未満

TSH0.4以上2.5μIU/ml未満

79%

14%

5% 2% 正常

正常高値

甲状腺機能低下症疑い

甲状腺機能亢進症疑い

甲状腺機能(TSH)検査

軽度甲状腺機能低下
妊娠率・流産率に影響
橋本病
海藻類の摂取
タンパク質・エネルギー不足
亜鉛不足 5人に1人が甲状腺機能異常の可能性

2014.1~2015.12n=824

92%

8%
0%

正常群 正常高値群

DM群

HbA1cの高値者の割合

5.6≦HbA1c<6.0：要注意 6.0≦HbA1c<6.5:DM否定できず

＊＊＊

p<0.01

症例数 平均年齢

正常値群
（ HbA1c＜5.6）

2017例
（91.7％）

36.0±4.7

正常高値群
（ 5.6≦HbA1c<6.5）

174例
(7.9%)

37.7±4.8

DM群
（6.5≦HbA1c）

9例
(0.4%)

37.9±4.4

2014.1〜2017.12 n=2200



14

正常高値群に75gOGTTを施行

DM（糖尿病）型 ：4例 (4.1%）
境界型 ：23例（23.5%）
正常型 ：71例（72.4%）

正常高値群（5.6≦HbA1c <6.5）で
75gOGTTを施行した症例：98例/174例

DM型, 

4.10%

境界型, 

23.50%

正常, 

72.40%

8.6%

50.0%

1 2

正常群（34/413例）

妊娠症例数 GDM発症数（率）

正常値群（HbA1c <5.6） 413 34(8.6％)

正常高値群（5.6≦HbA1c <6.5） 30 15(50％）

正常高値群（15/30例）

＊＊＊

GDM妊娠糖尿病発症率

p<0.01
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同時期に当病院で分娩した症例をcontrol群とした。

妊娠症例の周産期予後
HDP率

妊娠高血圧症
帝王切開率 HFD率

(heavy for date)

正常高値群
（5.6≦HbA
1c <6.5）

10.0％
（3/30例）

40.0％
（12/30例）

20.0％
（6/30例）

Control群
2.07％

（95/4579）
22.5％

（1029/4579）
2.8％

（128/4579）

この結果は第35回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会にて報告

ビタミンD

• 20ng/mL未満：欠乏症

• 20～30ng/mL：不足状態

83%

13%
4%

25OHビタミンD濃度

20ng/ml未満

20-30ng/ml未満

30ng/ml以上

平均15.04±8.40

体外受精の妊娠率低下
AMHの低下
Ⅱ型糖尿病、妊娠糖尿病（ＧＤＭ）
耐糖能低下
妊娠高血圧症候群
膣感染症(早産の一要因)
産褥感染症、深部静脈血栓症、
妊娠期鬱症状
免疫機能にかかわる
インフルエンザ、コロナ感染

骨の成長
くる病

2019.1~2019.6 n=173
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産後・育児期

思
春
期

出
産

プレコンセプション期

入
園

小
学
校
入
学

第二子の準備

結
婚

就
職

妊
娠

ヘルスリテラシー教育
性教育、生活習慣・運動、食事栄養指導

ワクチン・感染症など

小中高校・大学 企業・自治体・NPO・地域社会活動

妊活・妊娠期

継ぎ目のない健康教育とサポート体制構築が必要

婦人科・不妊・産科クリニック

かかりつけ産婦人科としてのプレコンセプションケア実践

自治体・企業によるサポート
妊活、妊娠出産・育児支援、

第２子を作るための環境と体づくり

妊婦
健診
助成

産婦健診
助成

産後２週間
産後１ヶ月

産後ケア事業 助成
産後うつ

メンタルサポート

プレコンセプションケア助成
第２子のための

プレコンセプションケア助成

出
産
育
児
一
時
金

定期予防接種
HPVワクチン

ティーンズ検診
成人式検診

まとめ
社会変化による女性の健康度の低下
やせ、肥満、運動不足、朝食欠食、低体温

婦人科疾患の増加、不妊症の増加、低出生体重児の増加

ヘルスリテラシー教育の不足と重要性

労働力の低下、経済損失、妊娠力の低下、健康な次世代創出への課題

プレコンセプションケア の実践に際して

• 学校教育での、リプロダクティブヘルスリテラシー教育の充実
• 現状の性教育を拡充

• 企業における健康経営を通じて女性の健康課題に対応
• 婦人科医と企業における健康啓発

• かかりつけ産婦人科医として成育過程をサポート

• 政府・自治体へプレコンセプションケアの充実への働きかけ

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=RwlChBWth6yWjM&tbnid=-IqKOlg8YzBIvM:&ved=0CAUQjRw&url=http://blog.livedoor.jp/fumira/tag/%E3%81%8A%E6%AF%8D%E3%81%95%E3%82%93&ei=wB30U-iHDNfe8AXB_oHQBg&bvm=bv.73231344,d.dGc&psig=AFQjCNEh1H5TP5TwfK9DmAJ_IJ5JX45lVw&ust=1408593643307876

